
●平成31年４月１日発行／発行所・蕨市役所
●３月１日現在人口：75,156人   前月比  －69人
　世帯数：38,963　　   人口密度：14,707人／㎢
●蕨市の面積　5.11㎢

2019/平成31年
わらび・819

～今月の特集～
　　  ◦新年度予算
　　  ◦60周年記念事業

広報WARABI

～ 蕨市は市制施行60周年を迎えました ～

～今月の表紙～
蕨市市制施行60周年記念キャッチフレーズ

　４月１日、蕨市は市制施行60周年を迎えました。
「笑顔 希望　ずっとぎゅっと蕨」のキャッチフレー
ズを手にお祝いする皆さん。これから行われる記念
事業（12、13㌻）を通じて、この１年間、いっしょに
蕨市の還暦の節目を盛り上げていきましょう。

ジュニアリーダー
会の公文会長（左）
と岩間副会長（右）

三世代で蕨
市内に住む
西口さん

みどり保育園の
らいおん組（５
歳児）のみんな
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新年度予算の特徴：「蕨の未来への創造」

▶３つの基本方向に沿った重点事業
　◇ 安全で安心できるまち
　◇ にぎわいあふれる元気なまち
　◇ みんなにあたたかく
　　　　　　だれもが住みやすいまち

▶未来に向けた３大プロジェクト
　◇ 超高齢社会に対応したまちづくり
　◇ 蕨の玄関口にふさわしい
　　　　　　　　　　　蕨駅西口再開発の推進
　◇ 市民サービスと災害対応の拠点となる
 　　　　　　　　　　　　　　市庁舎の建替え

を
予
算
の
特
徴
と
し
、
引
き
続
き
安

全
安
心
、
に
ぎ
わ
い
、
み
ん
な
に
あ

た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ
た
３

つ
の
基
本
方
向
に
沿
っ
た
重
点
事
業

と
蕨
の
未
来
に
向
け
た
３
大
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
力
強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。   

①
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち

市
長　

消
防
防
災
行
政
の
拠
点
の
一

つ
で
あ
る
消
防
署
塚
越
分
署
の
建
替

え
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
１
年
前
倒

し
と
な
っ
た
蕨
駅
へ
の
ホ
ー
ム
ド
ア
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平
成
31
年
度　

蕨
市
の
予
算

　

平
成
31
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
２
㌻
か
ら
９
㌻

ま
で
に
わ
た
り
、
新
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
こ
２
、
３
㌻
で
は
、
賴
髙
英
雄
蕨
市
長
に
新
年
度
の
予
算
編
成
や
市

政
運
営
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
ま
し
た
。

賴
より

髙
たか

 英
ひで

雄
お

 蕨市長

─
31
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

31
年
度
は
暮
ら
し
を
支
え
、

心
が
通
い
合
う「
あ
っ
た
か
市
政
」を

更
に
継
続
発
展
さ
せ
つ
つ
、
財
政
健

全
化
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
改
革

の
成
果
の
上
に
立
ち
、
蕨
の
未
来
へ

の
飛
躍
に
向
け
た
大
き
な
課
題
に
も

果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
い
わ
ば

「
あ
っ
た
か
市
政
」第
２
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
、
市
政
運
営
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
考

え
に
基
づ
き「
蕨
の
未
来
へ
の
創
造
」

日
本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
の
実
現
へ

ステージへ

▼
３
つ
の
基
本
方
向
に

　
　
　
　
　

沿
っ
た
重
点
事
業

～｢蕨の未来への創造｣に 　向けて全力で市政運営～
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協
働
で
更
に
発
展
さ
せ
、
音
楽
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
長　

子
育
て
支
援
の
拡
充
に
向
け

て
、病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
開
設

や
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
母
子
保
健
型
）の
整
備
の
ほ
か
、
小

規
模
保
育
園
や
学
童
保
育
室
の
更
な

る
増
設
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
公
民
館
の
整

備
に
向
け
て
、
中
央
公
民
館
と
西
公

民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

ほ
か
、
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
将
来

構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
安
定
経
営

を
継
続
さ
せ
つ
つ
、
耐
震
化
の
方
向

性
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

市
長　

日
本
全
体
が
超
高
齢
社
会
や

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心
と

す
る
健
康
づ
く
り
や
住
民
主
体
の
介

護
予
防
教
室
の
更
な
る
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
認
知
症
対
策
の
い
っ
そ

う
の
推
進
、
更
に
は
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス

の
運
用
開
始
な
ど
、
介
護
が
必
要
に

市
長　

市
庁
舎
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
で
あ
り
、
災
害
時
に
は
災
害
対

応
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
身
近
な
存
在

で
、
ま
ち
を
象
徴
す
る
建
物
で
す
。

30
年
度
に
策
定
し
た
新
庁
舎
整
備
の

根
幹
と
な
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
31
年
度
か
ら
は
２
か
年

に
わ
た
り
、
建
物
の
配
置
や
デ
ザ
イ

ン
、
機
能
、
設
備
な
ど
を
決
め
る
基

本
設
計
・
実
施
設
計
に
取
り
組
み
、

２
０
２
３
年
度
の
完
成
に
向
け
て
本

格
的
な
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

│
31
年
度
の
市
政
運
営
に
取
り
組
む

決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

蕨
市
が
市
制
施
行
60
周
年
を

迎
え
る
31
年
度
は「
笑
顔 

希
望　

ず

っ
と
ぎ
ゅ
っ
と
蕨
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
記

念
事
業
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
蕨
の

未
来
へ
の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
て
大

き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
年
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
市
長
と

し
て
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
に
よ
り
、全
国
に
誇
れ
る「
日

本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
の

実
現
に
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
、
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
取

り
組
み
を
加
速
化
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

市
長　

蕨
駅
西
口
再
開
発
事
業
に
お

い
て
は
、
蕨
の
玄
関
口
で
あ
る
駅
前

広
場
を
拡
幅
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

と
と
も
に
、
魅
力
的
な
商
業
施
設
の

誘
致
に
加
え
て
、
図
書
館
や
行
政
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
31
年
度
に
は
事
業
主
体
で
あ

る
準
備
組
合
が
進
め
る
実
施
設
計
等

へ
の
補
助
を
行
い
、
蕨
の
未
来
に
つ

な
が
る
魅
力
的
な
再
開
発
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

設
置
に
関
し
て
は
、
今
年
度
末
ま
で

の
完
成
に
向
け
て
、
県
と
と
も
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
へ
の
整
備
費
の
補
助
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し

た
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
対
応
で
は
、
水

道
の
基
幹
管
路
の
耐
震
化
の
更
な
る

推
進
、
下
水
道
や
橋
り
ょ
う
の
改
修

等
を
計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

市
長　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計

画
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
推
進
し

て
い
く
と
と
も
に
、
双ふ

た

子こ

織お
り

や
河か

わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

な
ど
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た

蕨
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
街
中
が
音
楽

に
あ
ふ
れ
、
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
が
る

市
民
音
楽
祭
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

｢あったか市政｣第２Interview
賴髙 英雄

蕨市長

地域包括ケアシステムの構築に向けた取り組みを加速
化し、安心して暮らせるまちづくりを前進させます

大盛況となった昨年の市民音楽祭。まちのにぎわいに
つながるイベントとして更に発展させていきます

▼
未
来
に
向
け
た

　
　
　
　

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

③
み
ん
な
に
あ
た
た
か
く

　
　
　

だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち

①
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り

②
蕨
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い

　
　
　
　

蕨
駅
西
口
再
開
発
の
推
進

③
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
災
害
対
応
の

　
　

拠
点
と
な
る
市
庁
舎
の
建
替
え

～｢蕨の未来への創造｣に 　向けて全力で市政運営～
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市庁舎の耐震化整備

消防署塚越分署の建替え

６
つ
の
柱
で
推
進

蕨
の
ま
ち
づ
く
り

※４㌻～７㌻に掲載している ｢主な事業とその予算｣ の金額は１万円未満を切り捨てにしています

安全で安心して
　　　暮らせるまち

１
　

続
く
４
㌻
か
ら
７
㌻
ま
で
は
、
31
年
度
の
新
規
事
業
や
主
な
取

り
組
み
な
ど
を
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲

げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
６
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

｢
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

─ 主な事業とその予算 ─

◇新庁舎建設等工事の設計・・・・・・・・・・・・・・・・・5,927万円
　→�今年度から２か年にわたり、建物の配置やデザイン、機能、設
備などを決める基本設計・実施設計を行います。31年度は基本
設計及び現庁舎解体工事の実施設計に着手します

　　※�新庁舎建設基本構想・基本計画は３月に策定し
ました。詳しくは市ホームページをご参照くだ
さい

◇消防署塚越分署の整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・2億6,677万円
　→�今年度から２か年にわたり、現在地での建替え整備を実施しま
す。建設期間は７月から１年間を予定し、その間は一時的に分
署機能を市民公園管理棟内に移転（５月以降の予定）します

◇想定浸水深表示の設置・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・105万円
　→�市内の電柱100本に、荒川が氾濫した場合に想定される浸水の
高さや洪水時の避難所の表示を行います

◇ブロック塀等撤去工事補助金・・・・・・・・・・・・・・・150万円
　→�道路等に面した安全性に疑いのあるブロック塀等の撤去を促

進するため、撤去費用に対して10万円を上限に補助する制度
を新設しました。詳しくはお知らせ版３㌻をご参照ください

◇防災設備改修工事設計委託料・・・・・・・・・・・・・・・968万円
　→�防災行政無線のデジタル化移行工事に向けて、今年度は既設

40局の調査及びシステムの設計を実施します

　洪水ハザードマップでは、
荒川が氾濫した場合、我が
家も影響を受けると示され
ています。浸水の深さの表
示が電柱にあると、日頃の
危機意識の向上につながり
ますね。子どもといっしょ
に確認したいと思います。

浸水深表示で意識向上を

齊
さい

藤
とう

 諭
ゆ

吉
きち

さん
南町２丁目

声期待の

　水害対策として、荒
川が氾濫した場合に想
定される地面から水面
までの高さを示す赤テ
ープや標識を電柱100
本に設置します。なお、
その選定については町
会の皆さんのご意見を
伺い、進めていきます。

2019年度 2020年度 2021～23年度

基本設計 実施設計 建設工事

▶�消防署塚越分署の完成イ
メージ。現分署機能は５
月以降（予定）に市民公
園管理棟内へ移転します

　上記のスケジュールで2023
年度の庁舎完成に向けて、整
備を着実に進めていきます。
◀現在地での建替えを行う市庁舎

＜新庁舎の基本理念＞　－歴史・文化を活かし「未来の蕨」を創造－
人と環境にやさしく、市民に親しまれ、安全でコンパクトな庁舎�

想定浸水深表示の設置

イメージ
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─ 主な事業とその予算 ─

◇病児・病後児保育施設の新設・運営・・1,450万円
　→�病気または病気回復期にある子どもを一時的に預け

られる施設「病児保育室にじのへや」を中央３丁目
に今月から開設します

◇小規模保育園の管理運営・・・・・・・4億5,600万円
　→�中央３丁目に開園する「保育ルームFelice蕨Ⅱ園」

を含む計12園分の管理運営に要する費用
 
◇民間認可保育園の管理運営・・・・・7億3,000万円
　→計８園分の管理運営に要する費用
　 
◇民間留守家庭児童指導室の新設・整備・・・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,447万円
　→�民設民営の留守家庭児童指導室「キッズクラブ蕨中

央」が中央７丁目に今月開設。その運営費用に対する
補助金。また、更なる充実に向け、新たな施設を公
募し、その整備費用に対する補助金も計上しました

◇留守家庭児童指導室の管理運営・・1億3,100万円
　→計16施設の管理運営に要する費用

◇小・中学校教育情報化の推進・・・・・・6,280万円
　→新学習指導要領を見据え、ICT教育環境の整備を推進

◇35人程度学級の実施 ・・・・・・・・・・・・・3,270万円
　→�引き続き、小学校全学年において35人程度学級を実

施し、一人ひとりに行き届いた教育を目指します

◇コミュニティ・スクールの導入・・・・・・・10万円
　→�東小・塚越小・東中の３学校区を１地区とした学校

運営協議会を設立します

豊
か
な
個
性
を
育
み

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
輝
く
ま
ち

２

▲�35人程度学級の実施などにより、教育の更なる
充実を図っていきます

▲中央７丁目に開設する ｢キッズクラブ蕨中央」
　（建物内１階が同施設）

▶子どもたちの笑顔あふれるまちに

　小学２年生と２歳の息子
がいます。どうしても仕事
を休めないときもあるので、
病児・病後児保育施設が出
来ると、私たち保護者にと
っては助かりますね。これ
からも子育て世代に優しい
まちづくりをお願いします。

歓迎です病児保育の開始

小
こ

槻
つき

 ちづるさん
中央２丁目

声期待の

　病気または病気回復期に
ある子ども（生後57日～小
学６年生）を一時的に預け
られる「病児保育室にじの
へや」（定員４人）を、新た
に開園する小規模保育園と
併設する形で開設します。
施設の概要はお知らせ版３
㌻または市ホームページを
ご参照ください。

病児・病後児保育施設の開設

２か所の医療
機関と連携し
今月から開設
する、病児保
育室にじのへ
や（中央３‒
19‒８･１階）

蕨　駅

駅前
通り

市役
所通
り 西口

中央公園 城北信用金庫

柳橋公園

協力医療機関
にじのへや

武蔵野銀行

協力医療機関

埼玉りそな
銀行
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心強い産前産後ケア充実

※４㌻～７㌻に掲載している ｢主な事業とその予算｣ の金額は１万円未満を切り捨てにしています

─ 主な事業とその予算 ─

◇ 子育て世代包括支援センター母子保健型
の整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・907万円

　→�妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援を
提供するため、保健センター内に整備。保健
師が専門的な見地から相談支援を実施します

◇ 地域密着型サービス等整備助成事業費等
補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,330万円

　→�新たに定期巡回・随時対応型訪問介護看護サー
ビスを今年度中に開始するため、事業所への
開設準備経費に対する補助を計上

◇重度知的障害者入所施設運営費補助金・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・96万円
　→�埼玉県南部障害保健福祉圏域（蕨市・川口市・

戸田市）内の川口市に、入所施設が開設され
るため、入所する蕨市民の支援の安定を図る
ことを目的に新たな補助金を創設しました

◇特別養護老人ホーム用地確保奨励金・・・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・102万円
　→�今年２月に開設した「レーベンホームわらび」

の用地確保協力者に対し、固定資産税及び都
市計画税の課税相当額を交付します

◇健康長寿事業・・・・・・・・・・・・・・・・226万円
　→�「１日8,000歩のウォーキングと20分間の中強

度の運動」を中心とする取り組みを、県の健
康マイレージ事業と連携して推進。今年度の
詳細は15㌻をご参照ください

み
ん
な
に
あ
た
た
か
く 

　
　

健
康
に
生
活
で
き
る
ま
ち

３

快適で過ごしやすく
　環境にやさしいまち

５

◀
区
画
整
理
を
着
実
に
推
進（
錦
町
松
原
線
）

　この夏に出産を控えてい
ます。産前産後と不安なこ
とがたくさんあるので、相
談体制がいっそう充実する
のは心強いですね。昨年蕨
に越してきて、夫婦とも住
みやすさを実感しているの
で、子育てが楽しみです。

小
こ

林
ばやし

 奈
な

央
お

さん
塚越２丁目

声期待の

◀▲�保健センター内に整備する子
育て世代包括支援センター

▲健康寿命の延伸に向けた取り組みを引き続き推進

待望の蕨駅のホームドア
　利用者の安全性が確保さ
れ、不安の解消につながる
蕨駅へのホームドアの設置
は、私たちが長年望んでき
たことでした。完成したら
どのように設置されたか、
協会のメンバーとともにホ
ームを確認したいですね。

古
こ

俣
また

 貞
さだ

夫
お

さん
蕨市視覚障害者協会会長

声期待の

◀�蕨駅ホームドアの
完成イメージ。今
年度末までの供用
開始に向け、関係
機関と連携して取
り組みを進めます

※�細部のイメージが異なる
可能性があります

─ 主な事業とその予算 ─

◇蕨駅ホームドアの整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億1,260万円
　→�今年度末までの供用開始に向けて、ＪＲ東日本に対し、県ととも

に整備費の補助を行います

◇錦町土地区画整理事業特別会計への繰出金・・8億9,609万円
　→�特別会計（総額14億5,000万円）への繰出金。今年度は22棟の家屋移

転や街路築造など事業の推進を図ります

◇公共下水道事業特別会計への繰出金・・・・・・5億8,794万円
　→特別会計（総額17億7,100万円）への繰出金



【　　】7

7　広報WARABI

─ 主な事業とその予算 ─

◇協働提案事業の実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・131万円
　→�女性の活躍とまちのにぎわいを目指す「蕨マルシェ」や視覚障�

害者の外出などを支援するボランティアを養成する「ガイドヘ
ルプ基礎講座」など計８事業を実施します

◇国際交流事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・390万円
　→�蕨市、ドイツ・リンデン市、マッヘルン市などの青少年による

国際青少年キャンプ（詳細は13㌻をご参照ください）を開催

▲蕨の玄関口にふさわしい蕨駅西口再開発事業を推進

▲▶�エレベーターを設置する西公
民館（上）と中央公民館（右）

─ 主な事業とその予算 ─

◇蕨駅西口地区市街地再開発事業の推進・・・・
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億4,100万円
　→�蕨駅西口地区市街地再開発準備組合が行う実

施設計や権利変換計画の策定などに対して補
助金を交付し、事業の推進を図ります

◇中心市街地活性化基本計画の推進・・・・・・・・
 　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・333万円
　→�中心市街地整備推進機構の蕨市にぎわいまち

づくり連合会への補助等を計上

◇蕨ブランド認定品の情報発信・・128万円
　→�蕨の地域資源を活かした、新たな蕨ブランド

を認定し、更なる拡大を図ります
　���
◇ 中央公民館と西公民館へのエレベーター

の設置等・・・・・・・・・・・・・・・・2億3,976万円
　→�高齢者や障害者など誰もが利用しやすい公民館

の整備に向け、両公民館にエレベーターを設置
するほか、西公民館は空調設備改修工事も実施

◇音楽によるまちづくり・・・・・・・・325万円
　→�今年度も市民音楽祭を市民の皆さんや文化団

体、経済団体との協働により開催し、まちの
にぎわいにつなげていきます

◇商店街街路灯LED化への補助・・339万円
　→�ぶぎん通り商店会が計画している街路灯のＬ

ＥＤ化への補助。これにより、市内商店街街
路灯のＬＥＤ化率は97％となります

　
に
ぎ
わ
い
と
活
力
、
市
民
文
化
と

　
　
　

歴
史
が
と
け
あ
う
元
気
な
ま
ち

４

活用したいエレベーター
　西公民館の２階で毎週囲
碁を楽しんでいます。公民
館には親子連れから高齢者
まで幅広い世代が集うので、
エレベーターの設置は便利
になり、喜ばしいことです。
これを機に公民館の利用者
が更に増えればいいですね。

大
おお

野
の

 和
かず

男
お

さん
北町５丁目

声期待の

一人ひとりの心でつなぐ
　　　笑顔あふれるまち６

◀�

昨
年
度
の
協
働
提
案
事
業
と
し
て
開
催
さ

れ
た｢

わ
ら
び
防
災
大
学
校｣

の
ひ
と
こ
ま

協働で更に魅力的な蕨に
　｢蕨マルシェ｣ の一員と
して協働提案事業に携わり
ます。市民と行政が力を合
わせて、まちづくりを進め
ていくことはたいせつなこ
とです。蕨が更に魅力的な
まちになるよう、私たちも
がんばっていきたいですね。

久
く

場
ば

 和
かず

代
よ

さん
南町２丁目

声期待の

◇市制施行60周年記念事業・・・・・・・・・・・・・・・・2,217万円
　→�記念式典や記念イベント、グッズ製作などの予算として、

1,400万円を計上。そのほか、苗木市・藤まつり、機まつ
り、宿場まつりといったお祭り、駅西口イルミネーショ
ンの一新、わらびりんごを使った学校給食の提供、ボー
ルゲームフェスタなどの予算を計上しました

─ 市制施行60周年の主な事業とその予算 ─
プラス
60周年



【　　】8

広報WARABI　8

一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

総　務　費

◎
☆
土
地
購
入
費（
土
地
開
発
公
社
健
全
化
）

１
９
０
、０
０
５

蕨
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
費
補
助
金

１
１
２
、６
０
０

60

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

１
４
、０
０
０

60

市
民
活
動
推
進
事
業
委
託
料

１
、１
０
０

拡
◎
☆
60
協
働
事
業
補
助
金

１
、３
１
０

60

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
交
付
金

２
、４
２
０

60

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

１
７
、１
０
０

拡
◎

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

７
３
、２
６
３

市
民
会
館
改
修
工
事
設
計
委
託
料

２
４
、７
５
０

新
庁
舎
建
設
等
工
事
設
計
委
託
料

５
９
、２
７
１

新
◎
☆
収
納
対
策（
自
動
電
話
催
告
シ
ス
テ
ム
の
導
入
）

６
５
７

民　生　費
新
◎

重
度
知
的
障
害
者
入
所
施
設
運
営
費
補
助
金 

９
６
０

老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑
改
修
工
事
設
計
委
託
料 

３
、４
９
８

◎

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
確
保
奨
励
金

１
、０
２
５

新
◎
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
整
備
助
成
事
業
費
等
補
助
金 

１
３
、３
０
０

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、２
５
１
、３
０
９

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

７
９
５
、２
０
６

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金
１
６
５
、５
５
２

新
◎
☆
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
運
営
費
補
助
金

１
１
、８
７
８

新
◎
☆
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
整
備
費
補
助
金

１
２
、６
０
０

新
◎

病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
料

１
４
、５
０
０

拡

地
域
型
保
育
給
付
費

４
５
６
、０
０
０

生
活
保
護
費

２
、９
４
０
、６
０
０

衛　生　費

◎
☆
健
康
長
寿
事
業

２
、２
６
０

新

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
母
子
保
健
型
の
整
備

９
、０
７
６

塵
芥
収
集
委
託
料

９
９
、４
０
７

商　工　費

◎
☆
「
蕨
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
品
の
情
報
発
信

１
、２
８
５

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

３
、３
９
５

60

観
光
行
事
委
託
料

１
４
、４
４
１

60

駅
西
口
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
委
託
料

５
、３
８
２

60

観
光
協
会
補
助
金

３
、０
８
２

土　木　費
新

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
工
事
補
助
金

１
、５
０
０

舗
装
道
等
補
修
工
事

３
８
、１
０
０

橋
り
ょ
う
改
修
事
業

７
１
、５
７
４

新

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
策
定
委
託
料

１
０
、６
９
２

◎
☆
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金
１
４
１
、０
０
０

◎

中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

５
５
、３
５
９

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

６
、２
９
６

◎

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
８
９
６
、０
９
０

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
５
８
７
、９
４
４

消　防　費

消
防
署
塚
越
分
署
整
備
事
業

２
６
６
、７
７
３

新

想
定
浸
水
深
表
示
設
置
委
託
料

１
、０
５
９

防
災
設
備
改
修
工
事
設
計
委
託
料

９
、６
８
０

防
災
設
備
移
設
工
事

１
、７
７
０

教　育　費
新

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

１
０
０

新

中
学
校
夜
間
学
級
運
営
負
担
金

６
４
３

小
学
校
教
育
情
報
化
推
進
事
業

４
１
、４
９
８

中
学
校
教
育
情
報
化
推
進
事
業

２
１
、３
０
９

公
民
館
改
修
工
事

１
９
４
、０
０
０

ブ
ロ
ッ
ク
塀
補
強
修
繕

１
、４
９
６

新

樹
木
伐
採
委
託
料

８
９
７

60

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
in
蕨
の
開
催

２
９
８

60

お
祝
い
給
食
の
提
供

１
０
０

○
主
な
事
業
の
う
ち
、「
新
」は
新
規
事
業
、「
拡
」は
拡
充
事
業
、「
◎
」

は
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目
、「
☆
」
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
プ
ラ
ン
項
目
、
「
60
」
は
市
制
施
行
60
周
年
記
念

事
業
項
目 

単
位
＝
千
円

科 　目 本 年 度 前 年 度 比   較 伸び率

市 税 11,520,000 11,270,000 250,000 2.2
地 方 譲 与 税 100,000 100,000 0 0.0
利子割交付金 15,000 15,000 0 0.0
配当割交付金 50,000 30,000 20,000 66.7
株 式 等 譲 渡
所得割交付金 50,000 40,000 10,000 25.0

地 方 消 費 税
交 付 金 1,180,000 1,180,000 0 0.0

自動車取得税
交 付 金 15,000 30,000 △�15,000 △�50.0

環境性能割交付金 5,000 0 5,000 皆増
地方特例交付金 45,000 45,000 0 0.0
地 方 交 付 税 1,330,000 1,290,000 40,000 3.1
交通安全対策
特 別 交 付 金 8,000 8,000 0 0.0

分 担 金 及 び
負 担 金 313,322 305,886 7,436 2.4

使 用 料 及 び
手 数 料 294,691 296,838 △�2,147 △�0.7

国 庫 支 出 金 4,395,730 4,273,192 122,538 2.9
県 支 出 金 1,460,143 1,270,961 189,182 14.9
財 産 収 入 104,731 109,908 △�5,177 △�4.7
寄 附 金 11,500 16,000 △�4,500 △�28.1
繰 入 金 1,550,983 778,260 772,723 99.3
繰 越 金 150,000 150,000 0 0.0
諸 収 入 774,500 774,555 △�55 0.0
市 債 1,176,400 1,116,400 60,000 5.4
合 計 24,550,000 23,100,000 1,450,000 6.3

一般会計（歳入）

（歳入の概要）
　歳入の約47％を占める市税は、固定資産税・都市
計画税の増などにより、前年度比２億5,000万円増
の115億2,000万円を見込んでいます。続いて、国庫
支出金、繰入金の順となっています。

（主な用語）
市　　　税：�市民税・固定資産税など、皆さんに納めてい

ただいているお金　
国庫支出金：�特定の事業を促進する目的で使いみちを指定

し、国から交付されるお金
繰　入　金：�一般会計、特別会計、各種基金などの会計間

で移動するお金
県 支 出 金：�特定の事業を促進する目的で使いみちを指定

し、県から交付されるお金

平成31年度

一般会計予算 245億5,000万円
　ここでは市民の皆さんの生活に関係の深い一
般会計の歳入・歳出などについて紹介します。
一般会計は前年度比6.3％増の245億5,000万円。
６つの特別会計と企業会計を合わせた蕨市全体
の予算総額は約463億7,153万円となりました。

市　税
46.9％

諸収入　　　　　　3.2％

分担金及び負担金　1.3％

使用料及び手数料　1.2％

その他　　　　　　2.2％

歳入合計
245億

5,000万円

国庫支出金
17.9％

県支出金 
6.0％

繰入金
6.3％

地方交付税
5.4％

市債
4.8％

7.9％

単位＝千円、％

地方消費税交付金
4.8％
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一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

総　務　費

◎
☆
土
地
購
入
費（
土
地
開
発
公
社
健
全
化
）

１
９
０
、０
０
５

蕨
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
費
補
助
金

１
１
２
、６
０
０

60

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業

１
４
、０
０
０

60

市
民
活
動
推
進
事
業
委
託
料

１
、１
０
０

拡
◎
☆
60
協
働
事
業
補
助
金

１
、３
１
０

60

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
交
付
金

２
、４
２
０

60

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

１
７
、１
０
０

拡
◎

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

７
３
、２
６
３

市
民
会
館
改
修
工
事
設
計
委
託
料

２
４
、７
５
０

新
庁
舎
建
設
等
工
事
設
計
委
託
料

５
９
、２
７
１

新
◎
☆
収
納
対
策（
自
動
電
話
催
告
シ
ス
テ
ム
の
導
入
）

６
５
７

民　生　費
新
◎

重
度
知
的
障
害
者
入
所
施
設
運
営
費
補
助
金 

９
６
０

老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑
改
修
工
事
設
計
委
託
料 

３
、４
９
８

◎

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
確
保
奨
励
金

１
、０
２
５

新
◎
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
整
備
助
成
事
業
費
等
補
助
金 

１
３
、３
０
０

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、２
５
１
、３
０
９

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

７
９
５
、２
０
６

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金
１
６
５
、５
５
２

新
◎
☆
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
運
営
費
補
助
金

１
１
、８
７
８

新
◎
☆
民
間
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
整
備
費
補
助
金

１
２
、６
０
０

新
◎

病
児
・
病
後
児
保
育
委
託
料

１
４
、５
０
０

拡

地
域
型
保
育
給
付
費

４
５
６
、０
０
０

生
活
保
護
費

２
、９
４
０
、６
０
０

衛　生　費

◎
☆
健
康
長
寿
事
業

２
、２
６
０

新

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
母
子
保
健
型
の
整
備

９
、０
７
６

塵
芥
収
集
委
託
料

９
９
、４
０
７

商　工　費

◎
☆
「
蕨
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
品
の
情
報
発
信

１
、２
８
５

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

３
、３
９
５

60

観
光
行
事
委
託
料

１
４
、４
４
１

60

駅
西
口
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
委
託
料

５
、３
８
２

60

観
光
協
会
補
助
金

３
、０
８
２

土　木　費
新

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
工
事
補
助
金

１
、５
０
０

舗
装
道
等
補
修
工
事

３
８
、１
０
０

橋
り
ょ
う
改
修
事
業

７
１
、５
７
４

新

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
策
定
委
託
料

１
０
、６
９
２

◎
☆
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金
１
４
１
、０
０
０

◎

中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

５
５
、３
５
９

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

６
、２
９
６

◎

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
８
９
６
、０
９
０

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
５
８
７
、９
４
４

消　防　費

消
防
署
塚
越
分
署
整
備
事
業

２
６
６
、７
７
３

新

想
定
浸
水
深
表
示
設
置
委
託
料

１
、０
５
９

防
災
設
備
改
修
工
事
設
計
委
託
料

９
、６
８
０

防
災
設
備
移
設
工
事

１
、７
７
０

教　育　費
新

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

１
０
０

新

中
学
校
夜
間
学
級
運
営
負
担
金

６
４
３

小
学
校
教
育
情
報
化
推
進
事
業

４
１
、４
９
８

中
学
校
教
育
情
報
化
推
進
事
業

２
１
、３
０
９

公
民
館
改
修
工
事

１
９
４
、０
０
０

ブ
ロ
ッ
ク
塀
補
強
修
繕

１
、４
９
６

新

樹
木
伐
採
委
託
料

８
９
７

60

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
in
蕨
の
開
催

２
９
８

60

お
祝
い
給
食
の
提
供

１
０
０

科　　目 本 年 度 前 年 度 比　較 伸び率

議 　 会 　 費 249,035 248,273 762 0.3

総 　 務 　 費 2,868,518 2,440,650 427,868 17.5

民 　 生 　 費 12,023,966 11,718,554 305,412 2.6

衛 　 生 　 費 2,116,196 2,067,975 48,221 2.3

労 　 働 　 費 52,379 31,583 20,796 65.8

農林水産業費 8,140 7,983 157 2.0

商 　 工 　 費 225,781 220,703 5,078 2.3

土 　 木 　 費 2,319,149 2,196,452 122,697 5.6

消 　 防 　 費 1,065,573 807,183 258,390 32.0

教 　 育 　 費 2,140,700 1,968,673 172,027 8.7

公 　 債 　 費 1,368,936 1,297,328 71,608 5.5

諸 支 出 金 81,627 64,643 16,984 26.3

予 　 備 　 費 30,000 30,000 0 0.0

合         　計 24,550,000 23,100,000 1,450,000 6.3

会　　　計　　　名 本 年 度 前 年 度 伸び率
国 民 健 康 保 険 7,724,000 7,476,000 3.3
公 共 下 水 道 事 業 1,771,000 1,690,000 4.8
錦町土地区画整理事業 1,450,000 1,475,000 △ 1.7
介 護 保 険 5,310,000 5,128,000 3.5
後 期 高 齢 者 医 療 934,000 895,000 4.4
公共用地先行取得事業 48,000 47,000 2.1
合 計 17,237,000 16,711,000 3.1

会　計　名 予算科目 本 年 度 前 年 度 伸 び 率
病院事業会計 収益的支出 3,282,495 3,302,787 △ 0.6
水道事業会計 収益的支出 1,302,043 1,322,922 △ 1.6
合 計 4,584,538 4,625,709 △ 0.9

会　計　名 本 年 度 前 年 度 伸 び 率
一 般 会 計 24,550,000 23,100,000 6.3
特 別 会 計 17,237,000 16,711,000 3.1
企 業 会 計 4,584,538 4,625,709 △0.9
合 　 　 　 計 46,371,538 44,436,709 4.4

一般会計（歳出）

企業会計

特別会計

（歳出の概要）
　歳出の約49％を占める民生費は、小規模保育園の
運営に係る子育て関連予算の増額などにより、約
３億541万円増となっています。続いて、総務費、
土木費の順となっています｡

（主な用語）
民生費：児童、高齢者、障害者福祉などに要する費用　　
総務費：�人事､ 戸籍､ 情報管理､ 庁舎管理、防犯、交通安

全などに要する費用
土木費：道路、公園、市営住宅などに要する費用
教育費：学校教育､ 公民館､ 生涯学習などに要する費用
衛生費：健康増進・予防、環境、ごみ処理などに要する費用
公債費：借入金や利子の支払いに要する費用
消防費：消防、救急、災害対策などに要する費用

民生費
49.0％

議会費　　　　1.0％

商工費　　　　0.9％

その他　　　　0.6％

歳出合計
245億

5,000万円

総務費
11.7％

土木費
9.5％

教育費
8.7％

衛生費
8.6％

公債費
5.6％

消防費
4.4％

2.5％

使いみちは
民生費159,763円　総務費 38,114円
土木費 30,815円　教育費 28,444円
衛生費 28,118円　公債費 18,189円
消防費 14,158円　その他  8,597円

単位＝千円、％

市民１人当たりの予算は

 326,198円
※31.1.1の人口（75,261人）で算出

➡

蕨市全体の予算総額　約463億7,153万円
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蕨
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
語
り
合
う

　
　

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

　ここ10、 11㌻では、特集・市政スポットとして、今月
13日から開催される市長タウンミーティングと、今年度
から５年間にわたって進める「コンパクトシティ蕨」将
来ビジョンの後期実現計画について紹介します。

市
長
と
直
接
対
話
を
す
る
場

今
年
も
市
内
５
地
区
で
開
催

　

皆
さ
ん
の
声
が
生
か
さ
れ
た
事

例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の

が
留
守
家
庭
児

童
指
導
室
の
充

実
（
下
囲
み
）

で
す
。
他
に
も

公
共
施
設
の
整

備
や
保
育
園
、

障
害
福
祉
に
関

す
る
こ
と
な
ど

多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
や
優
先

順
位
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

ぜ
ひ
声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

 
央
公
民
館
と
、
市
内
５
地
区
で
実

施
し
ま
す
（
左
囲
み
）。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

市
政
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、市
長
か
ら「
平
成

31
年
度
の
施
策
・
予
算
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
蕨
市
の
取
り
組
み
を

説
明
し
ま
す
。
後
半
に
は
意
見
交

換
の
時
間
を
設
け
て
お
り
、例
年
、

多
く
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
の
声
を
お
聴
き
し
、
市
政

に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
で
は
、
市
長

が
直
接
各
地
域
に
伺
い
、
皆
さ
ん

と
膝
を
交
え
て
蕨
に
つ
い
て
語
り

合
う
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
平
成
20
年
度
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
年
は
13
日
に
西
公
民
館

と
東
公
民
館
、14
日
に
南
公
民
館
、

20
日
に
北
町
公
民
館
、
21
日
に
中

特　集

らび
まちの情報を

発信します
市政スポ

ット

昨
年
度
は
延
べ
５
２
６
人
が
来
場

皆
さ
ん
の
貴
重
な
声
を
基
に

よ
り
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ

開 催 日 時 ・ 場 所

託児・手話通訳あり（託児は政策企画室に要事前申し込み）

どなたでも自由に参加できます

４月13日（土）

４月13日（土）

４月14日（日）

４月20日（土）

４月21日（日）

西公民館

東公民館

南公民館

北町公民館

中央公民館

午後２時～３時半

午後７時～８時半

午後２時～３時半

午前10時半～正午

午後２時半～４時

テーマ
「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン
　　　　　　後期実現計画がスタート！

平成31年度の施策・予算について

　年々利用者が増加している留
守家庭児童指導室。市内では、今
月１日に民間により１室新設さ
れ、この10年間で10室増（定員は
355人増）の17室体制となりまし
た。これからも子育てしやすい
環境づくりを進めていきます。 留守家庭児童指導室

留守家庭児童指導室の推移

H21.4　 　  　H31.4

皆さんの声で「子育てするなら蕨で」と思えるまちに

10年間で10室増設
（定員は355人増）

７室

17室

問
い
合
わ
せ
＝
政
策
企
画
室

 （
☎
433
・
７
６
９
８
）
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「
ま
ち
の
成
長
と
深
化
を
加
速
す

る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
防
災
、
防
犯
、
子
育
て
支

援
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
も
、

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
課
題
を
踏

ま
え
、内
容
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
ま
ち
の
将
来
像

「
安
心
と
に
ぎ
わ
い 

み
ん
な
に
あ

た
た
か
い　

日
本
一
の
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
蕨
」の
実
現
を
目
指
し
、

誰
も
が「
わ
が
ま
ち
」と
実
感
で
き

る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民

の
皆
さ
ん
と
進
め
て
い
き
ま
す
。

る
と
と
も
に
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
踏
ま
え
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
将
来
像
実
現
に
向
け
、

重
点
的
に
推
進
す
る
取
り
組
み
を

示
し
た
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
６
本
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
加
え
、
蕨
の
未
来
へ
続
く
重

要
な
取
り
組
み
で
あ
る
「
超
高
齢

社
会
へ
の
対
応
」、「
蕨
駅
西
口
再

開
発
」、「
市
庁
舎
の
建
替
え
」
を

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
懸
念

が
高
ま
る
首
都
直
下
型
地
震
へ
の

備
え
、
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の

活
性
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な

か
、
本
計
画
で
は
蕨
の
未
来
へ
の

限
り
な
い
発
展
に
向
け
て
、
前
期

実
現
計
画
の
取
り
組
み
を
検
証
す

年
間
を
計
画
期
間
と
し
た
、
後
期

実
現
計
画
（
以
下
本
計
画
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
５
年
間
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
住
み
や
す
さ
日
本
一

の
ま
ち
を
目
指
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
市
を

取
り
巻
く
環
境
は
少
子
高
齢
化
や

　

本
市
の
最
上
位
計
画
と
し
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
。
こ
の
う
ち
の
実
現
計

画
に
つ
い
て
、
こ
の
度
、
今
後
５

住みやすさ日本一のまちへ

蕨
の
未
来
へ
の
発
展
に
向
け

５
年
間
の
実
現
計
画
を
策
定

ま
ち
の
将
来
像
実
現
の
た
め

協
働
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

｢
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　

今
後
５
年
間
の
後
期
実
現
計
画
を
策
定

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン

　平成26年度から10年間を計画期間とした市の最上位計画
で、将来構想（10年間）と実現計画（前期５年間・後期５年間）
で構成しています。実現計画は将来構想で掲げる「安心と
にぎわい みんなにあたたかい 日本一のコンパクトシティ
蕨」の実現に向けた取り組みを体系的に示したものです。

後期実現計画の体系

重点プロジェクト

　No. 1　ほっとわらび！安全安心プロジェクト
　No. 2　キラリわらび！子ども未来プロジェクト
　No. 3　イキイキわらび！健康密度日本一プロジェクト
　No. 4　ワクワクわらび！にぎわい創出プロジェクト
　No. 5　住(ス)マイルわらび！暮らし快適プロジェクト
　No. 6　わがまちわらび！市民が主役プロジェクト
　まちの成長と深化を加速するリーディング･プロジェクト

分野別計画

　１．安全で安心して暮らせるまち
　　　⑴ 防災  ⑵ 防犯  ⑶ 交通安全  ⑷ 消費生活  ⑸ 消防・救急
　２．豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち
　　　⑹ 子育て支援  ⑺ 学校教育  ⑻ 青少年の健全育成
　３．みんなにあたたかく健康に生活できるまち
　　　⑼ 地域福祉  ⑽ 社会保障  ⑾ 高齢者支援  ⑿ 障害者支援
　　　⒀ 健康づくり ⒁ 医療
　４．にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち
　　　⒂ 地域資源  ⒃ 産業育成・支援  ⒄ 勤労者支援 
　　　 ⒅ 生涯学習  ⒆ 文化振興  ⒇ スポーツ・レクリエーション
　５．快適で過ごしやすく環境にやさしいまち
　　　㉑ 市街地整備  ㉒ 道路・交通  ㉓ 上・下水道
　　　㉔ 公園・緑地  ㉕ 住宅  ㉖ 環境保全  ㉗ 廃棄物処理
　６．一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち
　　　㉘ 地域コミュニティ・市民活動  ㉙ 人権・平和
　　　㉚ 国際交流・多文化共生  ㉛ 男女共同参画

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン推進のために

　　　㉜ 市民参画・協働  ㉝ 職員・組織体制  ㉞ 行財政運営

後期実現計画

問い合わせ＝政策企画室（☎433・7698）
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情報ダイヤル
掲載は無料。申し込みは
秘書広報課（緯433・7703）へ

▼
竹
紫
館
（
剣
道
）
月
・
水
・
金
曜

日　

午
後
６
時
半　

同
館　

月
２
０

０
０
円　

小
学
生
≪
照
井
・
緯
090
・

８
４
７
８
・
８
２
９
４
≫

▼
社
交
ダ
ン
ス　

ア
ド
バ
ン
ス
＆
ス

ピ
リ
ッ
ト　

金
曜
日　

午
後
７
時　

福
祉
・
児
童
セ
ン
タ
ー　

月
４
０
０

０
円　

初
心
者
歓
迎
≪
高
橋
・
緯

090
・
９
３
２
９
・
６
７
４
１
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　

土
曜
日　

午

後
１
時　

北
町
公
民
館　

年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

▼
第
２
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト

レ
＆
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・

金
曜
日
の
午
前
６
時
15
分
か
ら
に
加

え
、
月
・
水
曜
日
の
午
前
８
時
20
分

か
ら
城
址
公
園
で
実
施
≪
平
田
・
緯

080
・
４
１
７
９
・
６
９
０
７
≫

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流
・
談
話
）

月
１
回　

正
午　

市
内　

５
０
０
円

≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜
日
・

祝
日　

北
小
学
校　

月
１
５
０
０
～

２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１

０
０
０
円
）
年
中
～
小
学
生　

活
動

時
間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・
４
９

４
８
・
５
９
３
６
≫

●
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

今
月
29
日（
月
・
祝
）
の

苗
木
市
・
藤
ま
つ
り
に
合
わ

せ
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
市
制
施
行
60
周
年
記
念
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
／

午
前
10
時
半
～
11
時

会
場
＝
歴
史
民
俗
資
料
館
前

内
容
＝
式
典
、
60
周
年
記
念

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
表
彰

※
10
時
15
分
か
ら
は
北き

た

村む
ら

姉し

妹ま
い

に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演

奏
、
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
に

は
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

４月29日　オープニング　セレモニーと苗木市・藤まつり

蕨市60歳
おめでとう

蕨市の還暦をお祝いする市民の皆さん

市制60周年を祝う記念事業
笑顔 希望　ずっとぎゅっと蕨

詳細＝政策企画室（緯４３３・７６９８）

※この他にも、多くの
記念事業を予定してい
ます。詳細は市ホーム
ページを御覧ください

　昭和３４年４月１日に誕生した蕨市は、
今月１日に市制施行６0周年を迎えまし
た。この節目に、市内で予定されてい
る記念事業の一部を紹介します。
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▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午

後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前
ラ
・
セ

ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０
円
≪
浦

島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東
小
学

校
か
塚
越
小
学
校　

月
２
５
０
０
円

年
中
～
小
学
生
≪
永
沼
・
緯
452
・
８

１
４
３
≫

▼
オ
カ
リ
ー
ナ
わ
ら
び
（
オ
カ
リ
ナ

の
演
奏
）　

月
４
回
火
曜
日　

午
前

９
時　

旭
町
公
民
館
ほ
か　

初
心
者

歓
迎　

月
１
０
０
０
円
≪
青
儀
・
緯

080
・
５
４
０
４
・
５
２
１
２
≫

▼
カ
ノ
ン
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

23

日　

午
後
１
時　

文
化
ホ
ー
ル
く
る

る　

６
０
０
円
≪
坂
内
・
緯
443
・
８

９
６
８
≫

▼
北
町
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ　

17

日
＝
午
後
４
時　

市
民
体
育
館　

21

日
・
28
日
＝
午
前
９
時　

北
小
学
校

体
育
館　

無
料　

北
小
学
校
の
児
童

時
間
等
は
要
確
認
≪
大
矢
・
緯
090
・

９
９
５
２
・
７
６
５
８
≫

▼
日
帰
り
旅
倶
楽
部
参
加
者
説
明
会

日
時
等
詳
細
は
電
話
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
≪
岩
本
・
緯
090
・
３
４
３
１
・

４
２
９
５
≫

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

２
日
＝

中
央
公
民
館　

12
日
＝
南
公
民
館　

18
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後
７
時　

語
り
合
い
の
場
。
ぜ
ひ
一
度
、
見
学

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
≪
高
橋
・
緯

090
・
２
３
０
２
・
８
５
１
０
≫

●
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
ご
相
談
く
だ
さ
い

参加者募集

in わらび

７ ８
29
～

７

キャンプ事業の日程（予定）
７月 2９ 日
～ ３1 日

海外参加者受け入れ・
家庭プログラム・市内巡り

８月１日
～３日 栃木県大田原市でキャンプ

８月４日
～７日

交流会・家庭プログラム
など

問い合わせ＝秘書広報課（☎ 433・7702）

　次代を担う青少年たちが国を越え
て一堂に会し、交流を育む国際青少
年キャンプ。17回目の今回は友好都
市ドイツ・リンデン市や、ドイツ・マッ
ヘルン市の青少年が来日し、ふれあ
い交流協定を結んだ栃木県大

おお

田
た

原
わら

市
（３月締結）でキャンプを開催します。

国際青少年キャンプ

青少年

　８月１日～３日に栃木県大田原
市でキャンプ　対象＝おおむね14
～17歳の市内在住者で、上記日程
以外の事前研修や報告会等にも参
加できる人　定員＝15人　選考＝書
類・面接　費用＝10,000円　申し込
み＝23日までに申込書を秘書広報
課へ持参。申し込み時に面接日を
決定します。※申込書は学校、公民
館、同課かホームページで入手可。

　海外青少年のホームステイに協
力していただける家庭　期間＝７
月29日～８月７日（８月１日～３
日は除く）　※下表参照。

ホストファミリー

国際交流事業実行委員会委員

　市の国際交流事業に興味のある
かた、いっしょに活動しませんか。 ●

苗
木
市
／
午
前
10
時
～
午

後
７
時　

会
場
＝
中
山
道
本
町
通
り　

内
容
＝
苗
木
の
販
売
他　

●
藤
ま
つ
り
／
午
前
11
時
～

午
後
４
時　

会
場
＝
三
学
院　

内
容
＝
樹
齢
１
０
０
年
以
上

と
い
わ
れ
る
藤
棚
の
公
開
他

問
い
合
わ
せ
＝
蕨
市
観
光
協

会
（
緯
434
・
５
６
０
１
） 息の合った三味線を奏でる唯一

無二の姉妹ユニット「北村姉妹」

４月29日　オープニング　セレモニーと苗木市・藤まつり

番組公開収録

協働事業

　

９
月
21
日（
土
）に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど

い
」
の
公
開
収
録
が
市
民
会

館
で
行
わ
れ
ま
す
。
応
募
方

法
等
は
決
ま
り
し
だ
い
、
広

報
蕨
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
伝
え
し
ま
す
。
更
に
、
50

周
年
時
に
公
開
収
録
が
行
わ

れ
、大
盛
況
だ
っ
た「
開
運
！

な
ん
で
も
鑑
定
団
」
が
10
年

ぶ
り
に
蕨
に

帰
っ
て
く
る

予
定
で
す
。

こ
ち
ら
も
詳

細
が
決
ま
り

し
だ
い
お
伝

え
し
ま
す
。
前
回
の
公
開
収
録

募集して　 います

団体名 事業名 事業内容

７
月
14
日

外遊びを考え
る会「どろん
この王様」

コミュニティのまち 
蕨から考えよう 

子どもの育ちが危うい ! 
～遊びこそ学び～（仮）

地域に育てられた子ども
が大人となり、次代の子
どもを温かく見守り育て
るなど、地域の子育て環
境を考える機会をつくる

８
月
12
日

笑
わ

楽
ら

日
び

塾
じゅく 蕨歴史ヒストリア 

｢市民が語る蕨の歴史｣

蕨への愛着、誇りをいっ
そう深められるよう、市
民自らが講師を務め、三

みつ

和
わ

町
ちょう

、双
ふた

子
こ

織
おり

、鉄道など
の蕨の歴史を伝える

11
月
２
日

蕨市「彩の花」
市制施行 60 周年 

記念式典をお祝いする 
活花の展示 

市制施行60周年記念式典
の会場を大きな活花で彩
り、式典を盛り上げる

※協働事業の詳細は、市ホームページを御覧ください
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3/29（金）～4/4（木） 5（金）～11（木） 12（金）～18（木） 19（金）～25（木） 26（金）～5/2（木・祝）
00 タウンタウン
わらびりんご

接ぎ木講習会
子どもミュージカル講座

タウンタウン

絵手紙体験
桜のまち南町文化展

タウンタウン
書き方ステップアップ教室
第21回
蕨市民公園桜まつり

タウンタウン

春のお楽しみ会
市長タウンミーティング

タウンタウン

子どもフットサル教室
子ども将棋教室

10 蕨市政なう！

平成31年度
予算のあらまし①

蕨市政なう！

平成31年度
予算のあらまし②

特集・河鍋暁斎シンポジウム

暁斎・暁翠が描いた
能狂言の世界

音楽が響き渡るまち

市内３中学校
音楽部・吹奏楽部

定期演奏会

市長の“ほっと”訪問
ビッグフラッグ

実績日本一！
染太郎（錦町１丁目）

20 特集・ウィークリープラス

栃木県大田原市と
ふれあい交流協定締結

採れたてスポット

地域の話題が
盛りだくさん

30 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報 知って得する暮らしの情報

ま
ち
の
話
題

放送時間は、毎日午前９時・
正午・午後３時・６時・９時
からそれぞれ 45 分間です。市からのお知らせ・地域の話題などをお送りします

「ハローわらび」４月の番組表CATV

こ
こ
で
は
３
月
上
旬
か
ら
３
月
下
旬
ま
で
の
話
題
を
紹
介
し
ま
す

 

ビ
デ
オ
マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
話
題
は
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
ま
す

　市内全37町会の町会長で組織する、蕨市
町会長連絡協議会の創立60周年を祝う催し
が３月３日、市民会館で開催されました。
町会活動の発展に貢献された皆さんへの表
彰のほか記念講演も行われ、出席した約600
人は町会の重要性を再認識するとともに、
今後の活動への意欲を新たにしました。

町連の60周年を祝う式典

「ハローわらび」ＤＶＤ／放送終了後から貸し出します　無料　詳細・貸し出し場所＝秘書広報課（☎433・7703）

　日本一早く実がなることで知られる「わ
らびりんご」。この地域の宝を街中に普及
させようと、３月５日、西公民館で接ぎ木
講習会が行われました。わらびりんごの会
の皆さんの指導の下、参加者８人は台木へ
の接ぎ木に取り組み、出来上がった苗木を
たいせつに各家庭へ持ち帰りました。

接ぎ木で広げる地域の宝

　３月10日、市民会館で「第32回わらび春
のコンサート」が開催されました。市内で
活動する音楽団体が一堂に会し、日頃の練
習の成果をおおぜいの前で発表するこの催
し。訪れた471人は、合唱やハーモニカ、フ
ルートアンサンブルなど、12団体の皆さん
のすばらしい音楽に聴き入っていました。

音楽に彩られる春の一日

→時から５時までを予定しています　面会を希望するかたは秘書広報課（☎433・7701）までお問い合わせください
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新
た
な
議
長
に

今
井
氏
選
出

　３月21日、蕨市議会は定例会で議長に今
井良助氏を選出。今井氏は、平成11年に初
当選。５期目。新生会。市議会副議長や総
務常任委員会委員長、決算常任委員会委員
長等を歴任。３度目の市議会議長。中央２
丁目在住。78歳。

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－564－

　
「
走
る
の
が
大
好
き
で
、
と

て
も
活
発
な
楓
夏
。
双
子
の
妹

た
ち
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、
泣

く
の
を
あ
や
し
た
り
、
起
こ
さ

な
い
よ
う
に
私
た
ち
に
「
し
ー

っ
」と
さ
さ
や
い
た
り
と
、日
に

日
に
お
姉
ち
ゃ
ん
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
外
で
も

周
り
の
子
た
ち
を
気
遣
う
姿
を

見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
。
楓
夏

に
は
、
こ
の
ま
ま
人
に
対
し
て

誠
実
で
、
芯
の
あ
る
子
に
育
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
、
父
親

の
怜
さ
ん
と
母
親
の
泉
奈
さ
ん
。

楓
ふう

夏
か

ちゃん（２歳９か月）

榊
さかき

原
ばら

　　怜
さとし

さん

　　　泉
いず

奈
な

さんの 長女
南町１丁目

　「桜のまち南町文化展」が３月16日と17日
に南公民館で開催されました。蕨にゆかり
のある芸術家や地域の皆さんによる作品に
加え、河

かわ

鍋
なべ

暁
きょう

斎
さい

の作品が展示されたほか、
記念トークなどが行われ、来場した599人
は春の訪れを感じながら多様な芸術に触れ、
地域の文化への関心を高めていました。

地域ゆかりの文化を堪能

～楽しく歩いてポイント貯めよう～

健康マイレージに
　　参加しませんか

　蕨市では「１日８,000歩のウォーキ
ングと20分間の中強度の運動」を中
心に健康寿命の延伸に取り組んでい
ます。皆さんも健康づくりの第一歩
として、楽しみながら歩ける健康マ
イレージに参加してみませんか。

開催概要
とき＝平成31年４月１日から
対象＝18歳以上の市民、市内在勤のかた
費用＝無料（歩数計は郵送料あり）
申し込み・問い合わせ＝埼玉県コバトン
健康マイレージ事務局（☎0570・035810）
〒330－9091
さいたま新都心郵便局
私書箱159号

① コバトン健康アプリをダ
ウンロードする

② Web申し込み後、事務局に
保険証のコピーを郵送する

③ スマートフォンを携帯し
て歩く

④ アプリから歩数データを
送信する

スマートフォンで参加
① 郵送かWeb（保険証のコ

ピーを事務局に郵送）で
参加申し込みをする

② 歩数計が届いたら郵送料
（494円）を支払う

③歩数計を身に付けて歩く
④ タブレット端末にかざし

て歩数データを送信する

歩数計で参加

貯 め た ポ イ ン ト で 抽 選 し て 賞 品 プ レ ゼ ン ト ！

QA

市民と市長の面会日／面会日は原則毎月第１木曜日となります　今月は４日　ただし５月は９日　時間は午後１→

歩
数
デ
ー
タ
の
送
信

場
所
は
ど
こ
で
す
か

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ら
ア
プ
リ
を
使
っ
て

ど
こ
で
も
送
信
で
き
ま
す
。

歩
数
計
は
保
健
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
、
市
内
各
所
に

新
た
に
設
置
す
る
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
（
左
写
真
）
で

歩
数
デ
ー
タ
を
取
り
込
ん

で
送
信
で
き
ま
す
。

▲市内に設置される
　タブレット端末

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
431
・
５
５
９
０
）

今
いま

井
い

 良
りょう

助
すけ

 議長
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マ
ッ
シ
ュ
の
初
速
が
最
高

で
時
速
４
９
３
㌔
㍍
に
達

す
る
こ
と
か
ら
、
最
速
の
ス
ポ
ー

ツ
と
も
呼
ば
れ
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
。

長
年
、
こ
の
競
技
に
情
熱
を
注
ぐ

安
田
明
弘
さ
ん（
54
歳
・
錦
町
１
丁

目
）は
、昨
年
11
月
の
全
日
本
シ
ニ

ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
全

国
大
会
に
東
京
代
表
と
し
て
出
場

し
、
男
子
50
歳
以
上
ダ
ブ
ル
ス
で

ベ
ス
ト
16
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

高
校
で
初
心
者
と
し
て
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
に
入
っ
た
安
田
さ
ん
は
、

国
体
出
場
経
験
者
の
顧
問
に
よ
る

指
導
で
基
礎
を
固
め
、
試
合
で
勝

て
る
よ
う
に
。
大
学
で
は
学
部
内

の
部
活
動
と
し
て
打
ち
込
み
、
就

職
後
は
実
業
団
チ
ー
ム
に
所
属
し

全
日
本
実
業
団
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

広
報
蕨
　
八
一
九
号
　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す（
一
部
を
除
く
）　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
全日本シニアバドミントン選手権大会全国大会７年連続出場

安
やす

田
だ

 明
あき

弘
ひろ

 さん

ス

同世代との勝負は続く

転
職
な
ど
で
一
時
競
技
か
ら
離
れ

る
も
、
蕨
へ
越
し
て
き
た
翌
年
の

平
成
19
年
に
市
内
で
活
動
す
る
ク

ラ
ブ
「
ヤ
ノ
ッ
ク
ス
」
と
出
合
い

復
帰
。
現
在
は
同
ク
ラ
ブ
と
都
内

の
ク
ラ
ブ
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

長
い
キ
ャ
リ
ア
の
な
か
で
、
自

身
の
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
、

新
た
な
醍だ

い

醐ご

味
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
安
田
さ
ん
。
プ
レ

ー
面
で
は
、
思
い
切
り
敵
陣
へ
打

ち
込
む
ス
マ
ッ
シ
ュ
よ
り
も
、
相

手
の
リ
ズ
ム
を
崩
す
老
獪か

い

な
レ
シ

ー
ブ
が
持
ち
味
に
。「
一
瞬
の
判
断

で
相
手
の
裏
を
か
く
プ
レ
ー
が
で

き
た
と
き
は
爽
快
で
す
」と
、競
技

の
魅
力
を
語
り
ま
す
。
そ
し
て
安

田
さ
ん
に
と
っ
て
、
若
い
頃
か
ら

知
る
選
手
と
長
い
時
を
経
て
対
戦

で
き
る
こ
と
は
シ
ニ
ア
な
ら
で
は

の
楽
し
み
で
す
。「
雲
の
上
の
存
在

だ
っ
た
同
世
代
の
ス
タ
ー
選
手
と

真
剣
勝
負
で
き
る
。
こ
れ
は
燃
え

ま
す
ね
」と
、目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
全
日
本
シ
ニ
ア
の
全

国
大
会
に
計
10
回
出
場
し
、
最
高

成
績
は
ベ
ス
ト
８
。「
ベ
ス
ト
４
の

厚
い
壁
を
破
る
の
が
目
標
で
す
が
、

あ
ま
り
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
、
楽

し
み
な
が
ら
長
く
続
け
た
い
で
す
。

た
と
え
一
回
戦
敗
退
で
も
、『
一
回

戦
進
出
し
た
よ
』
と
笑
い
飛
ば
し

ま
す
」。安
田
さ
ん
の
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
人
生
は
、
ま
だ
道
半
ば
で
す
。

輝

いて
ます

仕事後の練習で汗を流す安田さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabe
yosai

　

暁
斎
は
、
動
物
を
主
人
公
に
し
た
寓ぐ

う

話

集
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
を
も
と
に
、
当
世

へ
の
風
刺
と
洒し

ゃ

落れ

を
効
か
せ
た
錦
絵
《
伊い

蘇そ

普ほ

物
語
之の

内う
ち

》
シ
リ
ー
ズ
を
、
明
治
６

年（
１
８
７
３
）
と
８
年（
１
８
７
５
）
に

出
板
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
物
語
は
屋
根
の
上
に
い
る
羊
が
下

を
通
る
狼
を
馬
鹿
に
す
る
と
、
狼
は
「
お

前
が
強
い
の
で
は
な
く
、
今
い
る
場
所
が

良
い
だ
け
だ
」
と
言
い
返
す
話
で
す
。
屋

根
の
上
の
羊
は
タ
キ
シ
ー
ド
に
シ
ル
ク
ハ

ッ
ト
を
身
に
付
け
、
下
に
い
る
狼
は
袴
で

刀
を
下
げ
て
い
ま
す
。
文
明
開
化
の
時
流

に
乗
り
、
一
時
の
成
功
を
収
め
た
人
が
、

時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
人
を
見
下
し
て
い

る
あ
り
さ
ま
を
皮
肉
っ
て
描
い
て
い
ま
す
。 

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─ No.35 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開館＝午前10時～午後４時
休館＝木曜日・毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝�一般600円　65歳以上500円
高校生・大学生500円　小・中学生以下300円
※65歳以上の人は年齢の分かる物、学生は学生証をご提示ください。
詳　細＝同館（☎441・9780）（20人以上の団体は要予約）

 河鍋暁斎記念美術館　４月24日(水)まで
「暁斎の戯画に見る風刺と反骨｣ 展　同時開催
「暁斎プラスワンシリーズ29 野坂稔和 波の戯画展 Part.3｣

暁斎筆「伊蘇普物語之内 羊と狼
の話」（部分） 明治6年（1873）
上州屋板　大判錦絵二丁掛

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり


